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5.農 道 の 整 備

道路の良否が一国の文化をはかるバロメーターである

と言われるように､農道はその国の農業文化の水準を表

現する一つの具体例とV,えますO

農道は部落と耕地を連絡して､人畜､機械の交通､肥

料､収穫物などを運搬する通路で､沖縄では士道または

砂和首ですが､=]ンクリー トや了スフ アル トなどの舗装

道路が望Lv,ことは言うまでもあi)ませんO

農道の良否を決定する#三本葵,6Lには形状､勾配､幅員

築造材質､横断構造などがあげられます｡幅員､勾配の

配矧ま人力農法､畜 ノ]農法､機械化農法によって異な7)

ますが､今後は機械化農法を益雄として漸次幅を広 く､

勾配を綬 くし､配掛 よ中位にかつ湛線的に施工すべきと

思V'ます｡

農道を計両する場合の基本を参-yJまでにあげますと

1.幅 員

a) 人だけ通る適 -0.7-10m

b) 車両が通る遺---串間の幅に 左右30cmを加

える｡

C) 農道として幅員の際 f=- .トラクター用35m

以上､牛馬嘩17?用25m､荷専用2･Om

2.こ うばい
なるべ く直線で水平であるがよい｡最大勾配は

6度以内｡

3 .横 断 面

士道の中心の高さ:幅のl/40､砂利道中心の高

さ:幅の1/50､碑石道中心の高さ :幅の1/60､

士道は破損 し易いから､築造に願し､突き固め

を E.分にする外､中心を高 く側帯を設けて排水

を良 くすること｡

4.農 道 の配 置

al 排水を良 くするため高V,付置に設けるo

bl なるべ く水路の帯畔を利用するo

c〕 なるべ く部落と耕地をTET.紙に結ぶo

d) 道路は77.vlに匿交させる｡

f) 各朝地の区画の矩辺は道路に沿わせるO

これは一応の其準ですが､その土地の地形によって制

約されますから､必ず しも上記の通 りにとは言えません



が､土地条件に応じて将来を 卜分考えた上で適切な配置

構造を計画することが大u]です0

6.作 物 の 品 種 改 頁 と

栽 培 法 の 改 善

従来､農業に機械を導入して利用しようとする場合､

常に今まであ った品種な り栽培法なりを不変不易として

機械の改良のみに責任を魚わせる頓向が強か ったようで

すoもちろんあらゆる樹種法にも､どんな特性の晶帯に

も､どんな状態のIF物にも作業R的を果し得る農jyi機械

のZl'.甥が望ましV,ことは言 うまで もありません.しか し

それで も自ら眼圧があります ･7L-しては対に栽培U:･や品

種改良を行 った-JJJが擬械化を実現するのにより近道のこ

とも少な くありませんo

ここに述べることはアメリカの事例ですがオクラ-マ

ミシシ ッピー､ケ-/ク ツキ-､テキサスなどの諸州は抑

花の哉l･fuL地で､-農家)L川 の耕(ll-両fJ]壬が数 卜ha(町｣ij･l
から数Irihaにおよぶところもあ;)ますJよって労由の節

約とLヒ底費の低域から特に収控の確附 ヒが切望さjLてい

ましたOさて実現 した綿花の機撤収性が能率的で起れて

はいましたが､畔その欠点は抑化に精一鮎がつき､その L

株元の柑Lt.Eが 上砂に汚jLて収性さ]Lることで したoよっ

てこの欠点を粍繊1-_学技術と農業技術両面から検討 し､

農業度術では従来の牌の平畦戟塔を高畔栽培に改沖し､

また品粍改良によって章さく位置が草ン亡の中部より 卜.部

に頻るような品純を育成しました｡そのため綿花の収琶

拙 こ落 懸した ものが風によって仲間の低いIIIJみ (てl;.満 l

に句Lj至 り､また前さく位FI:が高いので閉じようしても 仁

抄の汚れが少な く､しか も墳同番さ くのためL;a:く叫(饗が

川 氷るようにな ったとvlわ)してV,生す

稲を刈頼 りの機械化には.yl】'の倒]Lに くい､腹位 し髄い

lT.',純がよく､栽酢 =!モとしては榊 r;の･IT;木値が適 してい吏

す 脱摂(乍業のP等鮒 ヒには躍れ秤のなV,柑揃いの良い品

韓がよろしV, また終戦 後 .lI.:岳の収穫の藷 J7博種化が

瓜 こな っていますが､これ:TJj:汁.滴がpはの中央にまと去

ってJYu-'･いてV,る品性が作業能率をあげる上からも､傷詔

を少な くする_Lか らも適当と言えましょうOまた,甘燕

作にしても､陸的 こしても､その他の(1･･'物 も､かよう,+,-.

見地から-肘書法の検討は是非 Z､窄なことですが､まだ こ

れか らで 今後の研究が待たれます ｡

7.共 同利 用 と個 人 利 用
多 くの)敬合､動 ノ)脱,i.y(欄 ､動 J,甜榊機､鋤ノブ叔転機な

どのような能率の高V,匪秀な出機具は[･rjJ一価であるので､

それらの農噸具を沖牝のような'石畑経営の各農家が旧人

t'dlこ購入してllfl関することは彼等の経済状伽 らゝ許され

ませんし･また-)I=･'.ll=:に錬軌が多 く､折的触 iiすべぐ枇 L-:

えた革埠櫨化も､その伸展が停緒した り､阻止された りす

ろことが少な くあリ吏せん｡今IIF.的な共同IfLJ胴や桁業は

I.rF.穐農業の開城化を促進 して､農'衷経済を好転させ､経

営を豊かにすることは疑の余地がありませんO従 って､

動 朋党懲樺､刺^規僧職､動力期転機がそれぞれ比増 し

た当初は多 くは共同所有 (共同山門)の各人利用で出発

しています｡しか し､ この形態の共同利用は､出資者が

機械 仁学知識や手Fl用技術と三相司糾!神を度外視して各自が

無匡省に健闘したため､機械の調子がその都度変り,機

械の択抜V,､ 管pEのコ任回避などの主因によって故障が

甥発し耐久-JJが署るしく純捜され､終いに岡^所有の個

人刊同に移るのが､利用形態変遷の現実の饗です｡経営

面環が適期間における機械の支配両班に等 Lv,か､ある

V,はそれ以上ある場合は個人別閏がむ しろ望ましいと言

えます しか し沖恥の農業では2haが最大経営面供に

属し､iha以ヒ耕催してV,る農′哀 個人数は､全,S･壕の

9.600'に過ぎません｡ 従 って沖縦のようにjC農経営で 2

ha､平均わずかに0.5ha未満の耕T字E豊家に､使用期間に

1台で15haも処押 し門ろn動送込脱懲確や 5-10haを

支配 し子f)1る働 Jj桝応f憎を個人帥 目させることは禅'[:.il経済

的にみて､また‡酎酎ヒの伸蛙のノj過から-Y.Jえて腎日月た策

とは言えませんon小 )JJ削こおける帽も■鉄道の利用も-･

侍の共同糾問です かようにjtl卯 ヒにもいろV,ろのJfj,悼

がありますから､jf洞精神を湖養して､flJ用接衝を練肺

し最 も適U)な共同F･EJlH)r･',,態を柁川してjl洞 化､機械化を

はかるべきであると思います｡ (おわ り) (泉 裕 巳)
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